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会長 斉藤 博司 

あと 3 回の挨拶で終わります。ハリのむしろもあと少し。円

形脱毛症もやっと癒えてきた今日この頃です。（笑） 

さて、目玉の大きなタレント政治家が言っていた「何事も小

さいことからコツコツと」、奉仕とは、すなわち“仁”であると

思います。 

そして、その“仁”とは・・・・？ “それ、仁者はおのれ立たん

と欲して人を立て、おのれ達せんと欲して人を達す。より近

く取りて譬うるを、仁の方と謂うべきのみ”（自分の名誉を

大切に思うなら、まず、他人の名誉を重んずる。自分が自

由でありたければ、まず他人の自由を重んずる。こうして

自分を常に他人の立場においてみること。）［論語］それが

“仁”です。 

仁と、誰にとっても自分の問題としてあるものです。それを

抜きにして天下を救うという飛躍した発想は、あまり信用で

きないのではないでしょうか？ 

 

 

副幹事 佐々木 俊英 

 千歳市社会福祉協議会の矢島 渡 氏が会長を退任。 

力示 武文 氏が会長に就任。 

 

 

 

 松坂敏之会員：ゴルフの調子が非常に良い。82 で優

勝！まぐれかな？（オメデトーございます。イヤほんとう

の実力でしょう！） 

 今井章夫会員：昨日は誕生日。60 歳の還暦で、家族で

祝ってもらいました。（おめでとうございます。今後の一

層のご活躍をお祈りいたします。） 

 佐々木俊哉会員：友好 10 周年には欠席申し訳ござい

ませんでした。広島市において全国組織の局長会議に

出席してきました。 

 入口博美会員：次年度よろしくお願いします。次年度は

ニコニコボックスにかける期待度が大きく、先頭を切っ

て入れさせていただきます。これから毎回入れるように

します。皆さんもついてきてください！（忘れずに入れて

くださいね･･･）  

 坂井治会員：千歳市社会福祉協議会理事に選任され

ました。地域福祉を一丸となって進めてまいります。 

 須藤 丈会員：私は 40 代最後の年齢、49 歳になりまし

た。（おめでとうございます。悔いを残すことのないよう

40 代を楽しんでください。） 
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「2006～2007 年度 クラブ活動報告」 

 

各委員長からの 1 年間の報告をして頂きます。（幹事） 

 

細則検討特別委員会 委員長 高塚 信和 

ロータリーの活性化と組織の見直しを図る（CLP/クラブリ

ーダーシッププラン）ため、新たに取り組みに着手しました。

この改正は標準クラブ定款をいじらずに、各クラブの規模

により組織の簡素化を図り、クラブ全員でクラブ運営に参

画し組織の活性化向上を意図しています。 

 

1. 改正による次の施行案件に着手しました。 

① 千歳セントラルロータリークラブ細則 

②        〃        慶弔規程 

③        〃        事務局員規程（新規） 

④ その他 

 

2. 審議経過と手順 

① 草案打合せ（7 月 11 日） 

② 理事会上提承認（7 月 25 日） 

③ クラブ協議会提案と審議による疑義（8 月 1 日） 

④ クラブ協議会提案と審議による承認で改正（9 月 5 日） 

⑤ クラブ細則・クラブ内規施行 （10 月 1 日） 

⑥ 指名委員会設定（11 月 7 日） 

⑦ クラブ内規、シニアアクティブ会員制度の導入 

（11 月 14 日） 

⑧ 年次総会、次年度理事決定（12 月 12 日） 
※ クラブ運営組織表及び改正、細則、慶弔規程、クラブ事務局員規程は 

ホームページに掲載しています。 

 

次年度は、この CLP を生かせるように、結束を固め活動し

てください。 

 

ロータリー財団委員会 委員長 羽芝 諒一 

ロータリー財団の勉強が役目でしたが、1 回の担当例会で

した。今回は私が南法人会千歳支部の支部長、札幌南法

人会の副会長を兼務していることもあり、南税務署の署長

であられる斯波悦久様より『国税事務から電子政府を考え

る』について卓話いただきました。 

納税も申告も「e-Tax」で支払いできますというお話でした。

皆さん勉強になりましたか？ 

 

 

 



親睦活動委員会 委員長 白木 松敏 

今年度の親睦委員会委員長を仰せつかり、多賀副委員

長・千葉順吾会員・尾本会員の４人のベストメンバーでや

ってまいりました。いろいろ勉強になり、皆様の喜びのため

に一生懸命やりました。ほとんど大成功かなと思っていま

す。これからも微力ながらクラブに力を出せるよう頑張りま

す。 

 

職業奉仕委員会 委員長 坂井 治 

職業を通して社会に奉仕をしていただくという職業奉仕。で

は私たちが出来る職業奉仕とは具体的にどういうものなの

か を考えてまいりました。 

クラブでは何も出来ませんでしたのでお詫び申し上げま

す。 

 

地区ＩＣ委員会 委員長 

今年度の第 3 回 IC 委員会が本日、丸山ガバナーをお迎え

し千歳にて開催されます。入口会長エレクト、佐々木副幹

事にも出席いただきます 

 地区ＩＣ委員会の動き 

① 地区ホームページの運営 

② メールマガジンで連絡 

③ メーリングリスト（登録している人同士がおしゃべりでき

る場所） 

④ 地区大会でのブース運営 

⑤ 各クラブＩＣ・ＩＴ化のお手伝い、アピール、啓蒙 

 

社会奉仕委員会 委員長 長手 英記 
理事会だより 

我々RC 活動の重要な奉仕部門である社会奉仕活動に、

皆様のご協力に感謝申し上げます。 

① 春・秋の交通安全運動街頭啓発への積極的な参加 

② 例会場（ホテル日航）周辺の清掃活動 

③ その他 

 

ＳＡＡ 委員長 田口 廣 

深見委員長とは非常に息のあった、まるで次長・課長のよ

うな関係でした。夜のほうもバッチリでした。（笑） 

喫煙所は対外的にも非常に良かったのではないでしょう

か。 

4 つのテスト、ロータリーソング斉唱は高塚初代会長から

12 代会長まで終えました。この後は次年度の羽生委員長

にバトンタッチいたします。 

出席・親睦・幹事と連携を組んで 1 年間をスムーズに運び、

自分なりに充実した 1 年間であったと思います。この勢い

を入口年度につないでいきたいと思っております。 

 

 地区ＷＣＳ委員会 委員 

① 地区ＷＣＳによるタイ検証ツアーに参加 

（2 月 13～17 日 タイ国ノンカイ及びチェンマイ） 

② プロジェクト名 『チェンマイ・ウォータープロジェクト』（単

年度事業申請） 

タイランド・チェンマイ地区での洪水防止用ダム設置事

業（書き損じはがき回収事業を含む） 

  

皆様からいただいたわずかな気持ちが、向こうでは命を救

っている。このことを検証してまいりました。クラブで申請し

た事業は、次年度 7 月ごろに完成すると思いますので、皆

さんも募ってタイランド・チェンマイへ行きましょう。 

 

副幹事 佐々木 俊英 

今年度 1 年間、井上幹事の右腕としていろんな面からサポ

ートさせていただきました。斉藤年度はそれなりに充実した

1 年ではなかったかと思います。 

現在、入口会長エレクトは次年度の実質的な会長と幹事

の業務を 2 つともこなしておられ、そんな状況に恐縮してお

ります。 

私、幹事は 2 度目でございますが、入口会長の足を引っ張

ることのない様に全体を見ながら勉強してまいります。 

我がクラブが更に活性化するよう頑張りますのでよろしくお

願いいたします。 

 

 

◇◇◇ 私の右腕として渾身の力を見せてくださいま

した佐々木副幹事。ありがとうございます。 

2 度目の幹事であられますが、クラブの新しいページを

開いてくださるような方だと確信しています。期待し

ております！ 

次回の例会は引き続き活動報告をして頂きます。 

松坂プログラム出席委員長、須藤会員増強委員長、和

田副会長、武田会計、斉藤会長、そして私の出番とな

ります。（幹事） 

 

 

 

■ 第 11 回 理事会 （6 月 12 日） 

① 入会金は0円と決定。（但し、入会時のバッジ・ネームプ

レート等の実費分を別途徴収） 

※ 4 月 24 日のクラブ協議会において、同議案の意見を求め、反対
意見なしと判断、会員 2/3 以上の賛成が得られたものとし、クラ
ブ細則第 6 条第 1 節の削除を行う。 

② 友好締結 10 周年決算の報告及び承認 

定額貯金の取り崩しにより、不足分329,628円を補填す

ることを承認。 

③ 今年度地区資金補助事業として申請してあった「ロ

ータリーPR 費を活用しての千歳駅構内に掲示して

ある看板更新」については、その申請が却下されて

しまいました。 

この事業については、間違いなく承認されるであろ

うというガバナーの発言から、当クラブとして千歳

市及び千歳駅と調整しており、「補助が出ないから話

を白紙にする」では道理が得られないとの旨を、各

理事に説明し理解が得られた。 

以上から、当理事会では当議案の決議をせずに次年

度理事会へ引継ぎ、実施の有無を更に検討して決定

するべきであるとした。 

 


